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コミュニティ開発篇
コミュニティ開発で応募をお考えの方必見
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1. 2018年度春募集
選考結果
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2018年度春募集選考結果 5

2018年春募集

要 請 数 75件

応 募 者 数 172名

一次合格者数 120名

二次合格者数 51名

合 格 率 29.8％

派遣中人数
順
位 職種 人数

1 コミュニティ開発 237名

2 小学校教育 206名

3 日本語教育 146名

全体 2,304
名

（2018年5月31日現在）



要請の地域内訳（2018年春募集）

中南米
6％

アジア
18％ 大洋州

8％
アフリカ

68％

6



2. コミュニティ開発
とは
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活動概要 8

開発途上国の地域の住民とともに、
住民が望む

につながる活動を行います。

生活
改善

収入
向上

地域
活性化



活動内容 9

基本的な活動展開

①フィールド調査・ニーズ調査
（課題の発見）

②組織化・組織改善

③アクションプラン立案
(計画)

④プロジェクト立ち上げ
(実践)

活動分野
地域の開発課題に合わせて多岐にわたる

活動分野

➊生活改善に関わる支援

➋収入向上に関わる支援

➍地域教育に関わる支援

➎観光・地場産業に関わる支援

コミュニティ開発のプロセスモデル

➌公衆衛生に関わる支援



3. 活動事例
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日下茜

2014年派遣
マラウイ

コミュニティ開発



2014年度青年海外協力隊に参加
マラウイ／コミュニティ開発
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派遣前 13

志望動機

大学卒業後、専門商社の営業として
約３年間福井県で働き、退職参加

途上国の支援を通した社会貢献
自己成長
海外で働きたいという憧れ



14活動の様子①

改良かまど製作後従来の調理方法
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農家グループの支援の様子

活動の様子②
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マラウイ
コミュニティ開発

ニュートン・コンサルティング株式会社
リスクマネジメントコンサルタント

専門商社営業



4. どんな人が求められて
いるか

17



18

Q:他の職種と似ている活動があります
が違いはなんですか？

A:コミュニティ開発隊員は
技術指導をするのではない
技術指導をできる人につなげる

人と人をつなぐ／人と組織をつなぐ
組織と組織をつなぐ
コーディネーション機能

よくある質問



活動の様子ペルー① 19



活動の様子ペルー② 20

孫にクツを買っ
てあげたら大喜
びだったよ。

肉を食べる
ことが多く
なったな。

自分たちでも
できることが
わかったよ。



コミュニティ開発という専門職はありません
国家資格を必要とする要請はありません
ただし、コミュニティ開発は地域の課題解決に現地の住民と
の対話や協働を通じて取り組むことから、“5C”の能力が大切
です

求められる能力について 21

5
C

Commitment モノ・コト・ヒトに関わろうとする
当事者意識

Comprehension 社会文化状況・人々の思い・社会課題
などを理解する力

Coordination ヒトとヒト、ヒトと組織、ヒトと技術
をつなぎ、調和を生み出す力

Creation 新しいアイディア・企画・解決策を
生み出す力

Communication 意思疎通・意思伝達力



地域開発専門の経験がなくても大丈夫です。
コミュニティ開発で生きる経験 22

調査・分析が必要な
要請

• 実務や大学等での調査経験
• フィールドワークや市場調査経験

コーディネーション力
が必要な要請

• 業務調整や営業経験
• プロジェクト運営経験

保健・衛生関連の要請• 保健・衛生の啓発活動に関する知識や経験

地域おこし・観光
関連の要請

• 地域活性化に関する知識や経験
• 組織運営やプロジェクト運営経験

一村一品・特産品開発
関連の要請

• 商品開発や販促・マーケティング業務等の経験
地域活性化に関する知識や経験

• 組織運営やプロジェクト運営経験

要請例

ワークショップや研修等
のイベントを企画・運営する
ことが要請に含まれるもの

• イベントやセミナー等を企画、運営した経験



5. コミュニティ開発で
応募を考えている

方へ
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要請選択のヒント 24

コミュニティ開発の活動内容は多岐にわたり、要請も様々です。
要請を選ぶときは、自分の能力・技術と経験を整理・検討して、
WillとCanとMustの重なる要請を探しましょう！

合格の可能性が高くなる要請

Will Can

Must

やりたいこと できること 希望要請の
活動イメージ
はできていま
すか？

求められていること



おすすめの資格や経験 25

おすすめの資格

あればなお良い資格や経験

「引き出し」はたくさんあるほどよい

ボランティアコーディネーション力検定３級

保健衛生 農林水産

コンピュータ

食品加工

モノづくり 手芸



みなさんが今まで培ってきた
知識・経験・能力を最大限活用する
決して「技術や資格がなくてもいい」
だけではない

コミュニティ開発隊員で活動したいなら

合格後は、コミュニティ開発隊員として活動に必要な知識や技術
を習得するために、しっかりと研修を受けて派遣されます。
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6. 質疑応答
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次回のWEB説明会 28

JICAボランティア

次回のWEB説明会

「IT関連の職種」

9月6日(木) 21：00～



独立行政法人 国際協力機構 御中

▶全国説明会キャラバン
▶ WEB説明会
（インターネット配信によるオンライン説明会)
▶ OB/OGのビデオ相談
（青年海外協力隊経験者とのビデオチャット）
▶お気軽質問窓口（WEB上の質問箱）

お気軽にご参加ください！ 29

JICAボランティア
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